成る 程のう …… それ は 事実 だ。 毛唐の 奴等 もよ く 知つ 

とる のう。 日露戦争の 時に ョッポ ド懲リ たと 見えて ァ 

スパイ みのまわり 

ラ ュ ル 密偵 を 使つ て 吾輩の 身辺 を 探らせて いるら し 

いて や。 事によると 現在、 海軍で 作りよ る 一 人 乗、 

ぎょけい すいらい 

魚 形 水雷 ボ— トが 吾輩の 発明で ある 事 を 探り出し とる 

かも 知れん のう。 ナァ 二、 饒舌っても 大丈夫 だよ。 毛 

唐が 真似して 作っても 乗る 奴が 一 匹 も 居る 気遣いが な 

ぼ うぎ よ 

いし、 防禦の 方法が 全く 無 いんだ からね。 時速 百 二十 

節、 航続距離 二 万 海里と 云ったら 大抵 わかる だろう。 

その 動力が 問題なん だからね。 その 動力が 将来の 日本 

軍の タンク、 飛行機に 十 an 以上の 能率 を 上げさせ るん 



の 人相の 悪い 奴 を 向う に 廻 わして、 下駄 を 振 上げて い 

す も-つと リ ミ ィ ラ 

ると ころへ、 通りかかった 角力 取の 木乃伊みたい な大 

おやじ は い 

きな 親爺が 仲に 這 入って 止めた。 止めた といつ て も そ 

の 親爺が 無言の まま、 片手に 吾輩の 襟首 を 握んで、 暄 

\ 一ぼう は 

嘩の 中から 牛蒡 抜きに 宙に 吊るした まま 下駄 を 穿 かし 

て くれたので 万事 解決 さ。 相手の ゴロ ツキ 連中 もこの 

親爺の 顔 を 知ってい たと 見えて、 猫みたい に ブラ 下 

がって いる 吾輩に 向って ぺ コぺ コぉ 辞儀して いたが、 

可笑しかった よ。 

それから その 親爺に 連れられて、 そこいらの 河ッ縁 

の 綺麗な 座敷に 通されて みると ィ ョィョ 驚いた ね。 そ 



の 親爺が 坐 つ て いても 吾輩の 立 つ ている 高さぐ らい あ 

るんだ。 どこで 胴体が 継 足して あるんだ ろうと 思って 

しま 

荒つ ぼい 縞の ド テラ を 何度も 何度も 見上げ 見下した 位 

はげ へ > J 

だ。 おまけに ツル ツル 秀の 骸骨み たいに 凹んだ 眼の 穴 

の 間から 舶来の プロ— ニン グに 似た 真 赤な 鼻が 二 ュ— 

ぶんどり 

と 突出て いる。 左右の 膝に 置いた 手が 分捕 スコップ 位 

ある 上に、 木乃伊 色の 骨 だらけの 全身 を 赤い 桜の 花と • 

ほリ もな 

平家 蟹の 刺青で 埋めて いるから トテモ 壮観 だ。 向い 

合つ ている うちに 無料で コンナ 物 を 見ち や 済まない よ 

うな 気がして 来た。 

そこで 吾輩 は 生れて 初めて 鰻の 蒲 焼なる もの を御馳 



僧。 ヮシは 軽業の 親分 じ やが、 ヮシの 相手に なって 軽 

業が やれる ケェ」 

「軽業で も、 手品で も、 カツ ポレ でも 都 踊りで も 何で 

もやる よ。 しかし ォジ サン。 力ず くで ヮテェ に 勝てる 

け大」 

二し やく つ ミイラ 

「ァハ ハハ。 小 癩なャ マカン 吐きお るな。 木乃伊の 鉄 

五郎 を 知らん かえ」 

「知らん がな。 どこの 人 かいな」 

「この 俺の 事 じ やが な」 

「ああ。 ォジ サンの 事 かい」 

「ソレ 見い。 知つ とる じ やろ。 な あ I 



腕 を 曲げて 見せる と、 真四角い 木賃宿の 木 枕みたい な 

力瘤が 出来た。 指で 触って みると 鉄と 同じ 位に 固い。 

r 啖 付いても 大事ない かえ」 

「歯が 立ったなら 鰻 を 今一 パイ 喰わせる …… アイ タタ 

タ …… 待て …… 待て チウ タラ …… 」 

びっくり ふすま 

廊下 を 通りかか つ た 女中が 吃驚した らしく 襖 を 開 

けたが、 木乃伊 親爺の 二の 腕に 付いて る 濡れた 歯型 を 

見る と、 呆気に 取られた まま 突立って いた。 

親爺 は 急いで 肌 を 入れた 上から 二の 腕 を 擦った。 吾 

輩に 喰 付かれた が、 嬉しい らしく 女中 を 振 返って ニコ 

ニコと 笑った。 



いどころ 

の 虫の 居処 がその 日に 限って 日本 一 悪かったら しいね。 

それから 間もなく 二人 は、 満場の 喝采 を 浴びて 見物 

いきさ つ 

の 前に 跳り 出た。 むろん その 時 は タッタ 今の 経緯 も 何 

も 忘れて、 僅かの 時間、 親方の 頭の 上で 辛抱す る 気に 

- つち 

なって いた もんだ が、 その 中に 例の 通り、 秀 頭の 上で 

逆立ち をして みると …… 妙だった ね。 

その 時の 気持ば つかり は 今から 考えても わからない 

ん だが、 ァレが 魔が 差した とで もい うもんだろう かね。 

さ き 

ツイ 自分の 鼻の 先に 突立って いる 毛の 尖端 を 見る と、 

自分で は 毛頭 ソン ナ気じ やない のに、 両手が ジ リジ リ 

と 縮んで、 赤 茶色 の 禿 頭 肌が 吾輩 の 唇に 接近し て 来た。 



輩の 周囲に は、 梅 をお 先棒に した 座員の 一 同が 犇々 と 

立ち かかって いる 様子 だ。 これ は 前に 一度 見た 事の 在 

る この 一座の マヮシ といって 一種の 私刑 だね。 それに 

かける 準備 だと わか つたから、 吾輩 はガバ と 跳ね起き 

て 片頰を 押えた まま 身構えた。 

r ナ 何 をす るの けえ」 

てめ え 

「何 をす る と は何デ ェ 。 手前が 親方 を 殺し やが つたん 

だろう」 

「親方の 頭 の テツべ ン から 血が 二 ジンで いる ぞ」 

「あしこから 小さな 毒 針 を 舌の 先で 剌 しゃがつ たんだ 

ろう。 最前 殴り倒お された 怨みに …… 」 



いた。 

「警察 へ 渡す 前に 親方の 力 タキ を 取 るんだ。 覚悟し ろ 

…：- J 

「何 をッ」 

と 吾輩 は 立 上った。 親方の 力 タキと いう 一 言が 吾輩 

を 極度に 昂奮 させた のだった。 

むち あめあられ 

鞭 だの 青竹 だの 丸太ん棒 だの、 太い 綱 だのが 雨霰 

と 降り かか つ て 来る 下 を 潜った 吾輩 はィ キナリ 親方の 

死骸 を 抱え 上げて、 頭の 上に 差 上げた。 

「サァ 来い」 

えもの 

これに は 一同 面 喰ったら しい。 獲物が 無い と 思って 



決 を 付けた 奴 は 取敢えず アメリカ あたりの 文学博士に 

なる 奴で、 「故に 吾々 は 親に 対して 責任 無し」 と 結論す 

る 奴 はソビ エツ ト 直輸入の 赤い 法学 博士の 卵だろう。 

「1X1 = 1」 なる が 如しと 論ずる 奴 は 多分の 独逸 ェ 

学 博士 を 含んだ 卵で、 「親 は 自分の 老後 を 養わせむ た 

めに 吾々 を 生みし 者 也」 と 解釈す る 奴 は 仏蘭西 経済学 

博士の 輸入 卵と 思えば いい。 「その 理由 を 発見す る 能 

わず」 と 叫ぶ 奴はソ ックリ そのまま イギリスの 哲学 博 

士で、 従って 「結婚の 生理的 結果 也」 と 感付いた 奴が、 

ひよ 

最 有力な 日本の 医学博士の 雛 ツ子になる 訳 だ。 

そんな 奴に 「人間に 喰 付かれた 犬 は 如何なる 病気 を 



この アバ ー ト. マント を 一着に 及んで、 これ もこの 

ぬき かむ 

通り 天井に 空気 抜の 付いた 流行色の 山 高帽を 冠って、 

片 チン バの ゴム 長靴 を 穿いて ブ ラ リブラ リと 巿中を 横 

おく らんぼう 

行して いたら、 いい加減 時代 後れの 蘭 法 医師ぐ らいに 

は 見える だろう。 ナニ、 モット 恐ろしい 人間に 見える。 

フ ー ム。 天幕 を 質に 置いた カリ ガリ 博士。 書斎 を 持 

たない ファウスト か。 ァ ハハ。 ナカ ナカ 君 は 見立てが 

巧い な。 吾輩 を 魔法使いと 見たところが 感心 だ。 

いかにも 吾輩が 犬 を 拾う 時の 腕前 は、 たしかに 魔法 

だね。 到る 処の 往来に チョコ チョコし ている 仔犬 だの、 

前脚に 顎 を 乗つ けて 眠って いる 犬 なぞ を、 通って いる 



靴と …… 」 

ちょ-つど 

「恰度い い。 ここに 僕の 古いの が ある。 コ イツ を 遣ろ 

う」 

と 云う うちに 最早、 古山 高と 古 マントと 古靴 を 次 か 

さすが けむ 

ら 次に 窓から 出して くれたので、 流石の 吾輩 も少々 煙 

に 巻かれた。 

こうもり 

「洋傘 は 要らん かね」 

おっしゃ 

「モウ 結構です。 先生のお 名前 は 何と 仰 言る のです 

か」 

「僕 かね。 僕 は 鬼 目と いう 者 だ。 この 法医学 部を受 

持 つ ている 貧乏 学者 だが ね」 



た。 コンナ 頭の いい 恐ろしい 学者が 人間 世界に 居よう 

と は 夢にも 思わなかった ので 今 一 度 シャッポ を 脱いで 

窓の 前 を 退散した。 

人生 意気に 感ず。 武士 は 己 を 知る 者の ために 死す 

だ。 考えて みると 吾輩と いう この 人間の 廃物 を 拾い 上 

げて くれた 奴 は、 次から 次に、 吾輩の ために 非業の死 

を 遂げて 行く よう だ。 最初が 木乃伊 親爺、 その 次が 有 

閑 夫人 亜黎 子、 いずれも 吾輩と 似たり寄ったりの 廃物 

揃いで あつたが、 今度 はどうして 廃物 どころ じ やない、 

日本 第一 の 法医学 者、 鬼 目 博士と 来て いるんだ から 

ノ ^ ±J ノ. J .^tz- 一り-、 ン 

間 誤 間 誤して いると こっちが 位負けして 終う かも 知 



あだ リ よ-つけん 

れ ない。 むろん こっちで も 恩を仇で返す 了簡なん か 

毛頭 無 いんだが …… とにもかくにも 吾輩の 博士 製造業 

…… 往来の 犬 生かし 事業 は、 こうして 天狗 猿の 鬼 目 博 

士 から 授かった ものなん だ。 

ゥンコ 色 貴婦人 

そうだよ。 目下のと ころ、 吾輩 は 犬が 専門 だよ。 

以前 は 猫 もやって いたが、 アイツ は 中々 手数が かかる 

んだ。 

猫と いう 奴 は 芸者と 同様 ナカ ナカ 一 筋 縛で は 行かな 



だから コ イツ は 釣る の 一 手 だ。 何でも 構わない から 

コマ ギレ を 引っかけた 釣針に 糸を附 けた 奴 を、 人通り 

の 無い 横 露 路か何 かで、 適当な 猫の 隠れ場所の 在る 近 

くに 結び付けて おくと、 奴さん、 散歩の 序に 通り か 

かって 引つ かかる。 チクリと 来る と 吐出す が 又、 喰う。 

そのうちに 鈎が 舌に 引つ かか るんだ が、 引つ かかった 

ら 最後、 決して 啼 かないから 妙 だ。 

r ミィ ゃミィ や」 

なんて 抱 主 が 探しに 来ても ジ イツと 塵箱の 蔭なん 

かに 隠れて しまう から ナカ ナカ 見付からない。 頃合い 

を 見計らって、 そいつ を 拾って まわる と 一日に 五 匹 や 



セパ ー ド なんか を 引っぱ つ ている から ィョ ィョ 以て 助 

S4 C ヽ 

力ら な レ 

冒険 大 泥棒 

そ の 繁華な 交叉点 で 吾輩が ぶっかつ たの は、 ちょう 

ど その 助からない 種類の 貴婦人だった。 全体に ム クム 

クと 膨れ 返って、 大水で 流れて 来た か、 花火から 落ち 

て 来たみ たいな 四十 五六の 処女ら しい 身 装の 奴が、 

ゴ ー ストップの 開く の を 待って いるら しく、 航空郵便 

の 横に 突立って、 白 ペンキ 色の 襟首と、 毒々 しい ゥン 



…誰か 紙と 鉛筆 を 持って おらん かね」 

r ハ。 …… コ …… ここに …… 」 

と 云う うちに ドッジの 運転手が、 わななく 手で 差 出 

した 手帳の 一 枚 を 破いた 吾輩 は、 サ ラサ ラと 鉛筆 を 走 

ら せた。 

「早く この 薬 を 買って 来た まえ。 間に合わな いと 大変 

な 事になる ぞ」 

「 …… か …… かしこまり …… 」 …… ました …… と 云わ 

ない うちに 運転手 は エンジン を かけた ままの 運転台に 

フル スピ— ド 

飛 乗った。 アツと いう 間に 全速力 を かけて 飛 出した。 



そのうちに どこかの 茶目らし い クリク リ 頭に 詰 襟 服の 

うしろ かみきれ 

小僧が、 群集の 背後から 一枚の 紙片 を 拾って 来て、 吾 

輩の 眼の 前に 突出した。 

「先生。 これ あ 今の 紙 じ やないで すか」 

r ゥン 吾輩が 書いて や つ た 処方 だ。 運転手が 逃げが け 

さすが 

に棄 てて 行った ものら しいな。 交通巡査 は 流石に 眼が 

早い」 

「だって 先生。 名刺の 挟まった ノ— トを 落して 行った 

んじゃ 何にもなら ないで しょう」 

鳴り を 鎮めて いた 群集が 又 笑い出した。 

「ゥ ー ム。 豪い ぞ小 僧。 今に 名探眞 になれ るぞ」 



r …… そ …… そんなん じゃあり ません」 

「そんなら 済まん がお 前、 その 薬 を 買って 来て くれん 

か。 そこに 落ちて いる この 奥さんの バッグに 銭が 

這 入って いるだろう」 

「だって …… だって。 そんな 事して いいんで すか」 

「構わない とも。 早く 買って 来い。 奥さんが 死ん じ や 

ぅぞ」 

うしろ 

と 背後の 方から 野次馬の 一 人が 怒鳴った。 しかし 小 

i 曰 はなお も fwp した。 

「ちょっと 待って 下さい。 何と 読 むんで すか。 この 最 

初の 字 は …… 」 



これ は少々 不潔 だから 略した に過ぎないの だ。 

吾輩 は 空気 抜の 附 いた 流行色の 古山 高帽 を冠リ 直し 

た。 裸体 一貫の 上に 着た 古い 二重 マントの ボタン を か 

けた。 

通りが かりの ルンペン を 呼ぶ のに 最初 「サン」 附け 

にして、 あとから 一段 上の 先生なん かと 二た 通りに 呼 

分ける なんて 油断の ならぬ 奴 だ。 M ん やそれ が 若い、 

なま 

媚 めかし い 声なる に 於いて を や …… とい つたよう な 第 

六感が ピ インと 来たから、 特別に 悠々 と 振 返った。 

それ はこの 町の 郊外に 近い、 淋しい 通りに 在る 立派 

おお あたまかぶ 

なお 屋敷であった。 主人 はこの 町の 民 友 会の 巨頭 株 



居ない」 

「ゥ ヮァ。 むずかしい 註文 じ やない か」 

「ええ。 ですから お願いす るんで すの」 

「ふうん。 どういう わけで、 そんな むずかしい 仕事 を 

吾輩に …… 」 

「それに は あの …… ちょ つと コミ 入った 事情が ありま 

すの。 ちょっと コ チラへ お 一 fs! 入りに なって …… 」 

と 云う うちに ィョ ィョ真 赤に なった。 今度 は 平仮名 

うつち や 

の 「く」 の 字から 「し」 の 字に 変った。 打棄 つてお く 

と 伊呂波 四十 八文字 を、 みんな 書きそう な 形勢に なつ 

て 来たのに は、 持って 生れた ブッ キラ 棒の 吾輩 も 負け 



ら」 

「ええ。 どうぞ …… 」 

廃物 豪華版 

さすが 

応接間の 構造 は 流石に 当巿 でも 一 流 どころ だけ あつ 

て 実に 見事な ものであった。 天井裏から 下った 銀と 

ガ ラ ス ぶ ち 

硝子の 森林み たよ うな 花 電燈。 それから 黒 虎斑 の 這 

だんろ 

入った 石造の 大 煖炉。 理髪 屋 式の 大鏡。 それに 向い 

にしきで おお どんぶり 

合った 英国 風の 風景画。 錦手大 丼と 能面 を 並べた 

かべ かざり 

壁 飾。 その 下の グランド. ピアノ。 剌繡の 盛 上った 



中 だ。 吾輩なん か は 乞食 以下の 搔 攫い ルン ぺ ンと 誤解 

されて いる 世界的 偉人 だ …… と 云って やりたかった が、 

折角、 花の ような 姿 をして 葉巻 や 珈徘を 御馳走し てく 

れる もの を 泣かしても 仕様がな いと 思って 黙って いた。 

「世間で は ナカ ナカそう 思って くれないので 御座いま 

すの」 

吾輩 は 今一 つうなず いた。 そう 云う 令嬢の 眼 付 を 見 

ると、 どう やら 父親 の 無罪 を 確信し ている らしい 態度 

である。 吾輩 は グッと 一 つ 唾液 を嚥み 込んだ。 

「いったい お前の 父親 は、 ほんとうに 市会 議事堂の コ 

ンクリ ） £ -を嚙 つたん か」 



から 起った 事な のです から …… スッ …… スッ …… 」 

令嬢の 眼から ポロ リ ポロ リと 光る 水玉が ヒり 落ち 初 

めた。 

どうも 考えて みると 変った 娘が あれば ある もの だ。 

おやじ 

通りが かりの ルンペン 親爺 を 応接間に 引っぱり 込んで 

最 極上の 葉巻と 珈啡を 御馳走して、 Ik 叩よりも 大切な 

涙 を ポロ ポロ 落して 見せる なんて、 だいぶ 常識 を 外れ 

ている。 ことによると この 少女 はキチ ガイの 一種で あ 

る 早 発 性 痴呆 かも 知れない と 思った。 

「ハ ハァ。 面白い ヮケじ やな …… 一匹の 犬に 関係して 

いる。 タッタ 一 人の 誤解が …… 」 



才媛で ある。 二 年 前に 前 外務大臣 啞川 伯爵の 令息で、 

うたお 

啞川歌 夫と いう 外務省 情報部 勤務の 青年と 婚約が 出来 

ている のが、 父親 山 木 混凝土 氏の 疑獄 事件で、 その ま 

まに な つ ている という。 

ところで、 その 啞川歌 夫と いう 青年 外交官 は、 嘗て 

その 婚約 時代に 和 蘭、 独逸、 瑞西を 遊学して まわった 

事が あるが、 その 帰朝 土産に 仏蘭西 は& 里の 犬の 展覧 

会から、 何 万 法 か 出して 買って 来た 世界 第一、 無類 

と ぴきリ 

飛 切と いう フォックス • テリ ャ のお 手本み たような 仔 

犬 を 一匹 持つ て 来て 令嬢に 与えた。 

「式 を 挙げる まで、 これ を 僕と 思って 可愛がって 下さ 



い」 

という 婚約者のお 手本み たいな 甘ったるい 文句 附き 

であった が、 その 犬の 特徴と いうの は、 ピアノ を 弾き 

初める と 妙に 眼 を 白く して 天井 を 見て ァクビ みた いな 

声 を 出して、 ァゥ ー ァゥ ー と 合唱す る。 そのほか AB 

C の 力 ー ド 拾いだ の、 十 以下の 計算の 答え を 力 ー ドで 

出したり する ので、 令嬢 は それ こそ 有頂天に なって、 

名前 を UTA と 名付けて、 手の 中の 玉みたい に 可愛 

がって 夜 は 一緒に 抱いて 寝る。 眼が 醒める と、 

「サ ァ。 ゥ ー ちゃん 御飯 をお 上り」 

と 頭 を 撫でて やる。 お客様が 来る と 直ぐに 連れて来 



硝子 窓から 石が 飛込んで 来たりし 始める と 間もなく、 

突然に その UTA 君が 行方 を晦 ました。 むろん 逃げた 

もの だか 殺された もの だか 見当が 附 かない。 門の 外に 

出さない の だからといって 鑑札 を 受けて いなかつ たの 

が、 運の 尽きで あつたの かも 知れない。 

テル 子さん はキチ ガイみたい になった。 むろん 警察 

に 頼んだ。 私立探偵 も 雇った。 自分で も 男装して 父親 

の パッカ— ドのォ ー プンを 運転しながら、 巿中 を艇け 

まわって 探した ものであるが、 そのうちに 世間の 父親 

に対する 憎しみが だんだん 高まって 来る と、 とうとう 

その パッカ ー ド にまで 石 を 投げる 奴が 出て 来た。 しま 



いに は 壮士み たいな 奴が 五六 人、 大手 を 拡げて 行 手に 

立塞がった りする ようにな つたので、 流石の 断髪、 男 

装 令嬢 も 門外へ 一歩 も 出られ なくなって しまった。 お 

まけに 「非国民の 断髪 令嬢、 大威張りで パッカ ー ドを 

乗 廻す」 という 新聞記事で 止 剌刃を 刺されて しまった。 

ところが 間もなく 更に、 それ以上の 打撃が テル 子 嬢 

の 上に 落ち かかった。 

その 頃 既に 父親の 山 木 コンク リ— ト氏 は、 世間の 風 

評に 対して 極度の 神経過敏 症に 陥って いたらし い。 そ 

の UT A が 居 なくなつ たの は 婚約者の 啞川小 伯爵が 

コッ ソリ 盗み出し たものに 違いない と 云い 出した。 俺 



ぐに 飛んで 来て 下す つたんで すから ね。 そうして おお 

でになる と 直ぐに 犬の 事 をお 尋ねに な るんで すから 

ね」 

ルン ぺ ン道 

r ィャ。 わかった わかった。 よく わかった。 なかなか 

困難な 註文の ようじ やが、 やって みる かな ーッ …… 」 

「あら …… どうぞお 願いし ます わ」 

ひき 

テル 子 嬢が 立 上った。 振袖 を 床の 上に 引ずって お 辞 

儀 をした。 吾輩 もや おら 立 上った。 



毒と かで 突然に …… 亡くなりまして …… 」 

「成る 程。 どうも エラ ィ騒 ぎじ やった な。 不幸ば かり 

重なって …… 」 

「 …… ですから 一 層の こと 歌 夫さん がお 懐かしくて 仕 

様が 御座いま せんの。 コンナ 時に こそ 居て 下さる と、 

どんなに か 力になる でしようと 思いながら、 それ も 出 

来ません し」 

「ィ ャ。 わかった わかった。 よく わかった。 とにかく 

吾輩が 引受けた。 直ぐに 今から 活動 を 開始す る じ や。 

さよ-つ 

それで はこれ で 帰ろう …… いや 構わんでくれ。 左様な 

ら ：：： 」 



思い込んで しまう と、 アトで いくら 間違って いる こと 

が 判明っても 決して 素直に 承認す る 動物で ない。 女に 

思い込まれ たのと、 暴力団に 附け 狙われた のと、 新聞 

に 書かれた のと、 ス ツボンに 喰い 付かれた のと は、 如 

何なる 場合で も 運の 尽きで ある。 あり もしない 事 を 勝 

手に 口惜しが つて 死んだ 場合で も、 遠慮なく 閻魔 大王 

から 幽霊の 鑑札 を 受けて 娑婆に 引返して 来る 位の 決心 

を、 女と いう もの は フンダンに 持って いるの だから 厄 

介 だ。 

のみならず 何 を 隠そう、 一 個 月ば かり 前に テル 子 嬢 

の 大事な フォックス . テリ ャを 盗んで 大学の 博士の 卵 



いという のが 現代の 上流社会の 紳士 道ら しいが、 吾々 

のぎ 謂 ルンペン 道で はそう は 行かん。 五 千円の ダイヤ 

でも 無代で は 貰わない。 チャンと 二 銭 払う のが 屑屋の 

仁義に なって いる じ やない か。 

UTA ャ アイ 

世の中に 行きが かりぐ らい 恐ろしい もの はない …… 

と 吾輩 は 賑やかな 電車 通りに 出て 考えた。 井伊の 掃 部 

様 は 桜 田 門なん か 通らなかったら 首 無し 大名なん かに 

ならないで 済んだ であろうし、 キリスト や クレオ パト 



ラ だって 今の 世に 生まれて いたら 柊 林 あたりの ス 

テ ー ジで抱 合って、 監督 を ハラハラ さしてい るか も 知 

れ ない。 俺 だって 十四の 年に 女郎 買いに 行った のが 振 

いぬ さらい 

り 出しで、 いつの 間に か コンナ 犬 攫の ルンペンに… 

…まあ そんな 事 は ドウで もい い。 とにかく 偶然ぐ らい 

恐ろしい もの は 世の中に ない。 

ところで 問題 は 眼の 前の 仕事 だ。 …… 出来るだけ 

う ま 

美味い 酒が 飲める ような 結論の 方向へ ひっぱって 行き 

たい もの だが …… 差 当って 先ず、 何とい つても 問題の 

フォックス . テリ ャ UTA を 探し出す のが 目下の 急務 

だろう。 



ところで 面白い 事に 吾輩 は その テリア UT A を 売 付 

けた 相手の 顔 を チャンと 記憶して いるんだ。 誰でもな 

い、 大学の 耳鼻科の 教室で 研究して いる 羽 振 菊 蔵と い 

う 医学士 だ。 今の 令嬢の 話に 出て 来た 通りの、 いやに 

ノッ ペリした 気障な 野郎 だが、 そいつの 手に UT A が 

渡って いるんだ から 冗い よう だが 偶然 は 恐ろしい。 む 

ろん 羽 振 医学士 は、 そんな 事と は 夢にも 知らない 害 だ 

し …… ィャ、 知っている かも 知れない が、 知って おれ 

ば 尚更の こと、 もう トツ クの 昔に 実験に かけて 殺して 

しまって いるか も 知れない。 

吾輩 は 思わず 急ぎ足に なった。 タ クシ ー 代 は 勿論、 



猫 は 猫と 二三 匹 か 四 五 匹 宛 入れた 奴が ズ ー ッと 奥の 方 

まで 並んで いる。 < 鶏 も 居る し 小羊 も 居る。 奥の 方 か 

ら羽ー 一重 を 引裂く ような 声が 聞こえる 処を 見る と、 猿 

を 飼って いる 贅沢な 奴が 居る らしい。 まさか 青 一 一才の 

きんたま 

博士の 卵が、 猿の 睾丸 を 使って 若返り 法 を 研究して い 

るの じゃあるまい。 

そんな 動物 連中の 排泄物 や、 体臭 や、 猛烈に 腐敗し 

た 食餌の 落 零れの 発酵 瓦斯で、 気が 遠くなる ほど 臭い 

上に、 ギヤ ァギ ャ アワン ワン ニヤ ー 二 ャ ー ガ ンガ ン 

やか ま おびた だ 

八签 しい 事 夥 しい。 その 中で も 犬の 鳴 声が 圧倒的に 

大多数な の は 吾輩の 努力が 与って 力が ある 訳で、 心 



いる。 上に は 上が あると 思って ね。 

ところで その 金網 籠に 附 けた 木 札を視 きま わって み 

ると 在った 在った。 ハ プリと 片仮名で 書いた 木 札を附 

けた 犬の 籠が 片隅に 十ば かり 固まって いる。 どうも 恐 

ろしく 犬ば かり 集めた もんだ と 思った が、 よく 見る と 

ドレ モコ レモ 見覚えの ある 犬ば かりだ。 果然、 羽 振 医 

学士 閣下 は 吾輩の 上 華客だった 事 を 思い出した。 ブル 

テリ ャ、 ；w、 セッ タ—、 エア デル、 柴犬 なぞ。 飼犬の 

豪華版み たいだが 心配す る 事 はない。 どれ もこれ も 純 

粋 種なん か 一匹 も 居ない の だから ャ ヤコ シィ。 いい 加 

減と いうよりも 寧ろ ミジメ な 位の 混合 種ば かりが、 尻 



尾 振り 合う も 他生の縁 という 訳で ギヤ ンギ ヤン キャン 

キャン 吠え 合って いた もの だが、 そいつが 吾輩の 顔 を 

見る と 一 斉に 吠える の を 止めて、 尻尾 を 振り 振り 金網 

に 立ち かかって 来た。 

吾輩 は 胸が 一 パイに なった。 タッタ 二 時間、 三時 間 

のおな じみで も チャント 記憶して いるから 感心な もの 

だ。 勿論、 吾輩の 顔 や 風 態 を 見覚えて いる 訳で はな か 

ァレキ サン デル ば ら 

ろう。 亜歴山 大王 は 身体に 薔薇の 臭いが したと いう 

位で、 吾輩み たいな 偉人の 体臭 は、 犬に とっても 忘れ 

られ ない ものが あると 見える。 

その 中に タッタ 一 匹、 歓迎の 意 を 表しない 奴が 居る _ 



隅 つ 子の 特別の 金網に 入れられて 息 も 絶え絶えに 

屁 古 垂れて いる 汚なら しい フォックス. テリ ャだ。 見 

忘れ もしない この間、 山 木 混凝土 氏の 玄関 前から 搔っ 

攫った 一 件 だ。 

色男 医学士 

吾輩 は ッ カツ 力と その 金網に 近づいて ブル ブル 震え 

やつ 

ている 犬 を 抱き上げた。 犬 さえ 見付かれ や 他に 用 は 無 

い。 持って 帰って 山 木 テル 子 嬢に 引渡せば いい …… と 

思って 抱き 直す トタン 犬の 肋骨が ゾロッ と 手に 触った 



うした 陚カ 製の 呼吸 孔の事 を 医学用語 では 力 二 ウレと 

云う の だが、 和訳したら 金属製 咽喉 笛と でもなる のか 

な。 

さて はこの フォックス • テリャ 氏、 UTA 君 はジフ 

力 力 

テリ ャに でも 罹った のかな。 そうとすれば この 容態で 

は トテモ 助からない。 おまけに 熱 も 相当に 在る よう だ 

が …… 弱った な。 黙って 持って行く つもりだった が、 

コ ンナ 容態で は 持つ て 帰る うちに グ ウタに なつち まう 

かも 知れない。 ハテ、 何とか 方法 は 無い もの か …… と、 

ガ タガタ 震えて いる 犬 を 抱えて シ キリに 考えて いると 

ころへ、 背後から 音 もな く 猫の ように 忍び寄って 来て、 



吾輩の 肩に ソット 手 を 置いた 奴が 居る。 振 返って みる 

と、 タッタ 今 考えて いた 当の本人の 羽 振 医学士 だ。 悪 

いところ へ 来 やが つたと 思った が、 しかし 何度 会って 

けとう パ レン チノ 

もい い 男 だ。 毛唐で 破廉恥 脳と いう 女たら しの 映画 俳 

優が 居た がソ イツに よく ゆて いる。 頭 を テカテ 力に 分 

けて 白い 診察 服 を 着込んで いる 恰好 は モウ 立派な 博士 

様た 

「 …… 今日は …… 鬚 野 先生。 いい 犬が 見付かりました 

かね」 

r ィャ、 今日は 駄目 だ。 それより もこの 犬 は ドウした 

ん かい。 ジフ テリ ャで もやつ たんかい」 



「アツ、 この 犬です か」 

「知つ とる のかい、 この 犬 を ：：： 」 

「存じて おります。 一 ヶ月ば かり 前に 頂戴し ました 

フォックス . テリ ャで …… 」 

「そうじゃない。 この 犬が どこの 家の 犬 だか 知つ とる 

のかと 云 うんだ よ …… 君が …… 」 

「 」 

羽 振 医学士の 顔が サット 青くな つた。 どうやら 知つ 

ている らしい 眼の 玉の 動かし 方 だ。 

「知らん 箬 はない じ やろう。 あの 家の 犬と いう こと 

を」 



「存じません。 ドコの 犬 だか …… 貴方が どこか からか 

お持ちに なった のです から …… 」 

「この 犬 は 山 木 テル 子さん の 犬 だよ」 

「へ ェ、 山 木 テル 子さん …… 存じません な、 ソン ナ方 

…：- J 

「ナニ 知らん …… 」 

「ハイ、 まったく …… その …… 」 

「ゥ ン、 キット 知らん か …… 」 

「 …… ぞ …… ぞんじません。 そんな 方 …… まったく… 

…」 

博士の 卵が 汽車の 信号み たいに 青くな つたり 赤く 



「フン、 知らん なら 知らんで ええ。 その代り にこの 犬 

の 病気 を 出来るだけ 早く 治癒せ」 

「アツ。 そ …… そい つ は ドウ モ …… 」 

「出来ん と 云う のか」 

吾輩の 見 幕 を 見た 羽 振 医学士が ブル ブル 震え出した。 

あとし ざ 

すこしずつ 後退り をし 始めた。 

「ハ …… ハイ。 それ はソノ …… 結核の 第三 期に かかつ 

ており ますので …… ハイ …… 」 

「変な 事 を 云うな。 最初から 第三 期 か」 

「イエ。 その 最初が 初期で …… その 次が 第二 期で… 

;」 



「博士に なれる 位なら、 犬の 結核ぐ らい は 何でもなく 

治癒せ る じ やろう」 

「ハ ハハ。 なん ぼ 博士に なりましても、 コンナ 重態の 

奴 は ドウ モ …… 」 

「モト モト 君が 結核に したん じ やない か …… この 犬 は 

…：- J 

r そ それ はそう です けれども、 治癒す となり 

ますと ドウ モ …… 」 

「ふうむ。 そんなら 君 は 病気に かける 方の 博士で、 治 

癒す 方の 博士 じ やな いんだな」 

「 …… そ …… そんな 乱暴な こと を …… モト モト 実験 用 



腎 カナ メの up A を 放ったらかして 万事 を 絶望 状態に 

陥れて 来たば かりのと ころで、 将来の 筋 書が まだ チッ 

トモ 出来て いないん だから 困る。 野球なら 満塁 ッ ー 

スリ ー というと ころだろう。 ここで 飯 を 喰って 考えな 

くち ゃ噓 だ。 

< ら ぼ う 

篦棒め え、 キチ ガイ だって 腹 は 減 るんだ。 猿の 出世 

したの が 人間で、 人間の 立身した のが キチ ガイで、 キ 

チ ガイの 上が 神様なん だから、 まだ 全智 全能とまで は 

行き かねる 吾輩 だ。 腹が減って 相談 相手が 欲しくなる 

の は 当り前 だ。 

どこか 美味そう な 安い もの を 売って いる 店 はない か 



「ハック シン ：：•• フィック シ イン。 風邪が 伝染った 

よ」 

「ファ クシ ョォ ン。 ゥハァ クシ ョ I 

I ン n ラ 」 

くしゃみ 

「ホ ホホ。 乱暴な 嚏 ねえ。 アン タのは …… 」 

「ああ。 涙が 出ち やった」 

「まだ 洗濯物 …… 乾かない か 知ら …… 」 

「 一 度に 洗濯す るの は 考え もんよ」 

ひま 

「だって 隙が なけ あ 仕方がな いわ」 

「あんまり お天気が 良 過ぎた のが 悪 かったん だ わ」 

一 一階から 二人ば かり 足音が 降りて 来た。 



も御容 子が お 変り になり ません わね。 昔の 通りのお 姿 

…：- J 

「ァ ハハ。 貴様の 方が ョッポ ドロが 悪い ぞ。 変り たく 

とも 変れ ねえんだ」 

「ァ ラ。 そんな 事 じ や 御座いません わ」 

「おんな じ 事 じ やない か」 

「 …… でも、 そのお 姿 を 見ます と あの 時の 事 を 思い出 

します わ。 『ゥ— ム。 貴様が 新聞に 出て いた 孝行 娘 か。 

-っ ま おっしゃ 

こっちへ 来い。 美味い もの を 喰わせて やる』 と 仰 言つ 

て、 お 煙草盆に 結った 私の 手 をお 引きに なって、 屋台 

のォデ ン屋へ 連れて つ てお 酌 をお させになる でしよう。 



それから 私の 手 をシッ カリ 握んで 廓の 中 をよ ろけ 廻り 

ながら 御 自分で 大きな 声 をお 出しに なって 『河内 \ -I 

I 瓢簞山 稲荷の 辻占 ァ II ッと …… ャィ。 野郎 …… 

買わね え か』 と 云う 中に 通りすがりの 御 客 を、 お 捕ま 

えになる でしよう。 あんな 怖い 事 は 御座いません でし 

た わ。 『何 をパ チクリして いやが るんだ 篦棒め え。 

マック ロケの ケェの 手 習 草紙み たいな 花魁の 操 に、 

勿体ない 親御 様の 金 を 十 円 も 出 しゃがる 位なら、 タツ 

タニ 銭で この 孝行 娘の 辻占 を 買って 行き や がれ。 ドッ 

チが 無始の 真物 だか 考えて みろ。 ナ ニイ、 五十 銭 玉 

ばっかり だァ。 嘘を吐け。 蟇 口 を 見せろ。 ホ オラ 一 円 



「ォ ホホ。 御 冗談ば かり。 チャント 御座いま すわ」 

ま つ びる ま 

「怪しい もんだ ぜ。 真昼 間、 表 を 閉めて、 女将さん が 

ひるね 

一 一階で ダウ ダウ 午睡 をして いる 支那 料理と いったら 大 

抵、 相場 はき まって るぜ」 

「ホ ホ。 相 変らず お 眼鏡で 御座いま すわね え。 どうぞ 

御 遠慮なく 御 貝 頭属に …… へへ へへ …… 」 

「変な 笑い 方 をす るな よ。 今日は 飯 を 喰いに 来たんだ。 

腹が減って 眼が 眩み そうなん だよ」 

r …… まあ …… 気付きませんで …… 御酒 はいかが 様で 

…：- J 

「サ ァ。 酒 を 飲む ほど 銭が あるか どうか」 



「何 ぼ 何 だ つて このまま じゃあん まり だ わ」 

吾輩 は 隙かさず 立 上 つて 怒鳴った。 

「ナァ 二 構わん 構わん。 そのまん まで こっちへ 這 入れ。 

お前た ちと 話して みた いんだ。 俺が 今 引受けて いる 素 

敵な 口 ー マンスの 話 をして、 お前た ちの 意見 を 聞いて 

みた いんだ。 這 入れ 這 入れ。 這 入って くれ。 風邪 を 引 

くぜ」 

「 …… ほら …… ね。 あんなに 仰 言 るんだ から 構わない 

ん だよ。 あの 先生 は 人間離れした 方なん だから。 恥 か 

しい 事なん か 無 いんだよ」 

「さあさあ イラ ハイ イラ ハイ。 大人 は 十 銭、 子 W は 五 



銭、 ッンボ は 無代 償。 吾輩が これから 自作の 歌 を 唄つ 

て 聞かせる。 ルンペンの 歌 だ。 裸ん 坊の歌 だ。 昭和 十 

年の 超人の 歌 だ。 ェ ヘン ェ ヘン。 さあさあ 這 入って 来 

たり 這 入って 来たり。 

ああ ああ ああ ああ ァ 

歌が 聞きた けぁァ —— 野原へ お出で ェ —— 

青空 の 歌 ァ —— 恋 の 歌 ァ —— 

ああ ああ ああ ぁァ 

生命 棄て たけ ァ —— 満洲へ お出で ェ II 

遠い 野の 涯ェ —— 河の 涯ェ II 

ァハハ ハハ。 どうだい。 いい 声だろう。 出て 来な け 



あ、 まだまだ イクラで も 唄って やる ぞ。 ハハハ ハハ」 

ソッと 聞いて いた 女た ちが、 一 人 一 人 恐る恐る 眼 を 

マン 丸に して 這 入って 来た。 吾輩の 歌に 感心した らし 

まわり 

く、 気抜けし たような 恰好で、 吾輩の 周囲 を 取 巻きな 

がら、 椅子に 腰 を 卸した。 

そうして 一 心に 吾輩の 姿 を 見上げて いる 半裸の 若い 

女た ちの 姿 を 見 まわす と 吾輩 は、 森の 妖精に 囲まれた 

# 獣 神み たような 気持に な つ た。 

「いい 声ね え。 おみつ ちゃん」 

しゃんはい 

「上海に だって 居ない わ」 



「惜し いわねえ。 コ ンナに 町 を ブラ ブラ さして …… ホ 

ホ」 

…… ソレ 見ろ …… と 吾輩 はすこし 得意に なった。 ィ 

キナリ 椅子から 立 上 つ て 山 高帽を 冠り 直した もんだ。 

「ェ ェ。 こちら は JORK 東京 放送局で あります。 只 

今 …… ェ— ト …… 只今 午後 二 時 二十 七 分から、 支那 料 

理が 出来 上ります。 空腹のお 時間 を 利用して、 昼間 演 

芸 放送 を 致します。 演題 は 『街頭 歌 二 曲』、 最初 は 

野 尻 雪 情 氏 作 『銀座の 霧』、 次 は 南 原 黒 春 氏 作 『赤い 

帽子』、 デタ ラメ . レコ ー ド 会社 専属 鬚 野 房吉氏 作曲、 

自演 …… 了々 軒 スト ー ブ 前から 中継放送 …… 誰 だい 手 



をタ タク 奴 は。 

銀座の 霧 

夜の 銀座に ふる 霧 は ほんに!^ しゃ 懐かし や 

敷石 濡らし 灯 を 濡らし 可愛い あの 娘の 瞳 を 濡らす 

夜の 銀座に ふる 霧 は ほんに 嬉し や 恥 かしゃ 

帽子 を 濡らし 靴 濡らし 握り 合わせた 手 を 濡らす 

赤い 帽子 

この 世 は 枯れ 原 ススキ 原 ボ ー ボ ー 風が 吹く ばかり 

赤い 帽子 を 冠ろう ょォ — 

赤い 帽子が 真実の タッタ 一つの 泣き笑い 



道化 踊り を 踊ろう ょォ 

ああく たびれ た」 

まち どお ごし ゆ 

「お 待 遠 様。 やっとお 料理が 出来ました。 御酒 は 何に 

ラ才チ ュ 

致しましょう か。 老酒、 アブサン、 サン パンぐ らいに 

致しましょう か」 

「ゥ ヮァ。 そんなに 上等の 奴はィ カン。 第一 銭が 無 

い」 

「ォ ホホ。 恐れ入ります。 御 心配な さらな くと もい い 

んで すよ。 〔# 「いいんで すよ。」 は 底本で は 「いいんす よ。 匕 

これ は JORK からのお 礼です から」 

「そんなに 煽てる と 今度 は 踊りた くなる ぞ」 



「もちろん だと も。 しかも その 筋 書の 中で も 一番 重要 

な 役 廻 リを受 持って、 これから 吾輩 を 主役と した スバ 

ラシィ 場面 を 展開すべく、 タッタ 今 活動 を 始めた ばか 

りなんだ。 モウ 逃げよう たって 逃げる 事が 出来な く 

なって いるんだ」 

「まあ。 R 口で 御座いま すよ 先生、 おからかい になつ 

ちゃ …… 気味の 悪い …… 」 

「ィ ャ。 断然、 真剣なん だ。 まあ 聞け …… コンナ 訳 だ」 

吾輩 は そこで 今朝からの 出来事 を 出来るだけ 詳しく 

話して 聞かせた。 

「どうだい。 みんな わかった かい。 だから 詰まる とこ 



「 …… ド …… どこに 居ります の。 その 医学士 は …… 憎 

らしい」 

「オット ット、 そう 昂奮す るな よ。 何も 直接に お前た 

ちと 関係の ある 話じゃないだろう」 

「それが 大 ありなん です よ、 馬鹿馬鹿しい」 

と 女将が 大見得 を 切った。 

「ふうん。 女将さん と 関係が あるの かい」 

「ある どころ じ やな いんです よ、 阿呆らしい。 あの 羽 

振と いったら トテモ 非道い カフェ— 泣かせ なんです よ- 

男ぶ りがいい のと、 医学士の 名刺に 物 をい わせて、 方々 

の カフェ ー を 引っかけ まわって、 この 家に だっても 



ここに 並んで おります 連中なん か、 上海で も 相当の 手 

取りです からね」 

「ァハ ハハ。 あやまった あやまった。 お 見 外れ 申し ま 

さか もリ 

した。 ィャ 全く こんな 酒宴 は 初めて だ」 

「日本 は 愚か、 上海に も 御座いま せんよ」 

「ところで どうだい。 最前からの 話の 筋の 中で、 羽 振 

医学士の 方 は、 吾輩の 拳骨 一挺で 簡単に 型が 付いた 訳 

だが、 今 一 人 居る 断髪 令嬢の，. 許嫁 の 小 伯爵、 啞川歌 夫 

の 方 は ドウ 思う ね、 諸君。 その 親孝行の 断髪 令嬢のお 

婿さん に 見立てて、 差支え 無いだ ろうか。 吾輩 は 赤 ゆ 

もじ 議員 諸君の 御意 見通り に 事 を 運びたい の だが… 



;」 

「ほんと に 貴方 は 神様みたい なお 方です わね え。 何も 

かも 見 透して …… 」 

「ところが、 今度の 事件に 限って 吾輩 は、 すこし 取扱 

いかね ている の だ。 未だ その 断髪 令嬢 の 涙な が らの話 

を 聞いた だけなん でね。 啞川小 伯爵が ドンナ 人間 だか 

一 つも 知らずに いるんだ。 そこへ 取りあえず 羽 振 医学 

士 にぶつ かって、 コ イツ は ィケ ナイと 気が付い たから、 

筋 書の 中から 叩き出して しま つ た 訳なんだ が、 しかし、 

これから 先が どうしてい いかわ からない ので 困って い 

るんだ」 



て 下さる？」 

吾輩の 横に 腰 を かけて いた 一 番 若い、 美しい、 

切 前髪の 娘が 瞳 を 光らして 云った。 

「すると もす ると も。 キットお 前 達の 註文 通りに 筋 書 

を 運んで 見せる よ。 実物 を 使って 実際に 脚色して 行く 

という 斬新奇抜、 驚天動地の 世界 最初の 実物 創作 だ。 

喜劇で も 悲劇で もお 望み次第に 実演 させて 見せる… 

;」 

「でもね え 先生 …… 」 

女将の 横に 居る 肥つ ちょの 一 番 肉感的な 女が、 細長 

い 眉 を昂げ て、 薄い 唇を飜 した。 



「ええ、 きっと 眉 唾 もんよ、 そのお 嬢さん は …… 」 

「あたし 日本の 断髪 嬢 嫌いよ、 テン デ 板に 附 いていな 

いんです もの。 汚ない 腕なん か 出して …… 」 

「ァ ハハ、 これ あ 手厳しい」 

「当り前よ。 腕 を 出 すん なら 子供の 時分から 腕 を 手 入 

れ しと かなく ちゃ 駄目よ。 イクラ 立派な 肉附 きの 腕 

ほう-そう- 

だっても、 葉巻の レッテルみ たいな 種痘の アトが 並ん 

でいたり、 肘の 処の キヌが 荒い くらい はま だし も、 馬 

かかと つね 

の 踵 みたい に 黒ずんで 固くなって 捻っても 痛く も 何 

ともない ナン テ いう 恐ろしい の を 丸出しに している の 

は、 国辱 以外の 何もので もァリ 得ない と 思う わ」 



かっぱ 

お河童 さんの 処に 訪ねて 来ない なんて、 よっぽど おか 

しい わ」 

「ねえ 先生。 これ を 要するにで すねえ、 先生」 

女将 は ボォッ と 来て いるら しい。 しきりに 舌な めず 

リ をして 眼 を 据えた。 

「ゥフ ゥフ。 これ を 要し なくたって いいよ」 

「いいえ。 是非とも これ を 要する 必要が 御座いま すわ _ 

どうも 先生の 仰 言る 実物 創作の 筋 書って いうの は、 力 

ン ジンの 材料が 一 一割 引 だと 思います わ」 

「ヒ ャッ。 材料と おいでな すった ね。 どこで ソン ナ文 

句 を 仕入れ たんだい」 



かしこま リ ました …… 」 

女将 は 平手で 電話口 を蔽 いながら、 吾輩 を かえり 見 

て 二 タリと 笑った。 

「何 だ 小 伯爵 は 失踪し てるの かい」 

「ええ。 そうら しいんで すよ。 啞川家 は 大変な 騒ぎら 

しいんで すよ。 今 出て 来た 三 太夫の 慌て 方と いったら 

なかった わ」 

かぎつ 

r ゥム。 よく 新聞記者に 嗅 付けられなかった もんだ 

な」 

「まったくで すわね え。 でも コ ツチの 思う壺で すわ」 

「ゥ ム。 面白い 面白い。 その 塩梅で は 秘密 探偵 か 何 か 



ント 仕舞って ある わよ」 

「ョ オシ。 出来るだけ 盛装して 来い。 貞操 オン- パ 

レ ー ドだ」 

とき 

女た ちが 鬨の声 を 揚げて 喜んだ。 

「鶴 子さん。 アン タ はね、 洋装が いい わ。 出来るだけ 

毒々 しくお 化粧して おいでよ。 伯爵 様に お 目見えす る 

ん ですから …… 」 

「ァ ラ、 女将さん。 あたし 怖い わ」 

「怖い こと ある もんです か。 その 方が いいのよ。 妾 

に 考えが あるんで すから …… 」 

鶴 子と いうの は 一 番 最初に 吾輩に 口 を 利いた 一 番若 



い 美しい 娘であった。 

「まあ 先生。 ソン ナに酔 払って 大丈夫？」 

「大丈夫 だと も。 酔って いる 真似 は 難 かしい が、 酔わ 

ない 真似なら 訳 はな いんだ。 キ チンと していれ あいい 

ん だからね」 

禿 頭 変色 

吾々 一 行の 姿 を 他人が 見たら 何と 云う だろう。 

葬式 自動車み たいな 巨大な 箱 車の 中に、 令嬢 だか、 

かごぬけ しょうぎ 

女給 だか、 籠 抜 娼妓 だか、 マダム. バタフライ だか、 



何が 何やら ェ タイの わからない 和洋 服 混交の 貞操 ォ 

ン • パレ— ドがギ ツチ リ鮮 詰めに なって いる その 中央 

しょ-つ キー 

に、 モダン 鍾馗 大臣の 失業した みたい な 吾輩が 納まり 

返って いるんだ から、 何の 事 はない 一九 三 五 年式 大津 

絵だろう。 

その 一 団を 乗せた 流線型 セダンが 音 もな く、 U リ 出す 

と、 吾輩 は 急に 唾くな つて グ ー グ ー と 居 唾り を 始めた。 

いびき 

自分の 鼾 の 音が 時々 ゴゥ ゴゥと 聞こえる。 女た ちの 

ク スクス 笑う 声 を 夢う つ つに 聞いて いる 中に 自動車が 

ピッ タリと 止まった ので、 吾輩 は 慌てて 女た ちの 膝 を 

また 

跨いで 一 番 先に 飛 降りて 扉 を パタンと 締めた。 



はんぱく ちょうし 3 

その シャン デリ ャの 下に 斑白、 長 鬚の ガッチ リし 

つら おやじ 

た 面つ きの 老爺が、 着流しの まま 安楽椅子に 坐って 火 

を 点けながら 葉巻 を 吹かして いる。 写真で 見た ことの 

ある 啞川 伯爵 だ。 七十 幾 歳と いうのに 五十 か 六十 ぐら 

いにし か 見えない。 嘗ての 日露戦争 時代に、 陸海 軍犬 

臣が ハラ ハ ラ する くらい 激越な 強硬 外交 を 遣 つ 付けた 

男で、 この 男の 一喝に 遭う といい 加減な 内閣 は 一と 縮 

みに なった もの だから 痛快 だ。 成る 程、 掛 矢で ブンな 

ぐっても 潰れそう もない 面構え だ。 取敢えず 敬意 を 表 

する ために、 吾輩 は 山 高帽を 脱ぎな が らッ カツ 力と 進 

み 寄って、 恭 しく 頭 を 下げた。 



定 する。 貴様 等 如きの 世話 は 受けん ッ …… 」 

吾輩 は ここに 到って カン シ ャク 玉が 破裂した。 ， J の 

老爺 は 外交問題と 家庭の 内事 をゴッ チヤに している。 

ドンナ 豪い 人間で も、 自分の 妻に 関する 事 を 他人から 

話 出されたら 一 応は頭 を 下げて 傾聴すべき もの だ。 

「ええ この 馬鹿野郎。 貴様 等 如きと は 何 だ。 吾輩 はこ 

れ でも 一 個 独立の 生計 を 営む 日本国民 だぞ。 聊かの 

功績 を 云い 立てに して 栄位、 栄爵を 頂戴して、 無駄飯 

を 喰う の を 光栄と している ような 国家的 厄介者と は 段 

式が 違う ん だぞ。 日露戦争 の 時には 俺の 発明した 火薬 

ろす け 

が 露 助に モノ をい つたんだ ぞ。 日本の 医学 は 吾輩の 努 



が 左右に 尻餅 を 突いた。 吾輩 は 思わず 噴出した。 

かげきよ 

「ァ ハハ ハハ。 飛んだ 景 清の シコロ 引き だ。 これが 泥 

棒 だったら ドウな るんだ い。 ハハハ ハハ」 

rpK PK PK PK PK - Ui - C - 一」 - 一 f - 一」 - 一 / 國 

no nd no nd r3 r3 nd r3 nd r3 no 

思いがけない 大勢の なまめかしい 声が 聞こえた ので、 

ビック リ して 振 返って みると、 自動車の 中に 待たせて 

おいた 連中が ゾロゾ 口と 這 入って 来た。 洋装、 和装、 

ひきまゆげ 

頰紅、 口紅、 引 眉毛 取り取りに ニタ ニタ、 ヘラ ヘラと 

笑い 傾けながら、 荘厳 を 極めた ロココ 式の 応接間に 押 

し 並んだ ところ は、 どう 見ても 妖怪 だ。 その 妖怪 中の 



ら ないなら ない と 存じながら、 ついつ い 御無沙汰 致し 

ており ましたが、 今日は 又 思いがけなく、 コ チラの 若 

様の 事で、 是非とも お伺いし なければ ならぬ 事が 出来 

ましたので、 序でと 申して は 何で 御座いま すが、 みん 

な 引 連れて 御 伺い 致しました ような 事で 御座います。 

ォ ホホホ ホホ」 

老 伯爵 は 棒立ちに 突立った まま、 〔# 「」 は 底本で は 

「。匕 眼 を 白黒 させて 唾液 を嚥ん だ。 吾輩 も 余りの 事に、 

つばき 

棒立ちに 突立 つ たま ま、 唾液 を嚥 まざる を 得な くな つ 

た。 



「これぐ らい 冷やかし や 沢山 だ …… 」 

老 伯爵 は ポロ リ ポロ リと涙 を 流し 始めた。 頰の肉 を 

ひきつ 

ヒクリ ヒクリ と 引 釣らせながら、 哀願す るよう に 女将 

の 顔 を 見上げた。 

「いや、 わしが 悪かった。 わしが 悪かった。 ところで 

^_十はど^ J に 居る」 

こうなる と 老人 はみ じめ だ。 何よりも 先に 考える の 

は 我 児の 事 だ、 ここまで 来る と、 ルンペン も 華族 もタ 

ダの 人間 だ。 

「ホ ホホ御 安心 遊ばせ、 伯爵 様。 若様 は 最前から …… 」 

と 云う うちに 部屋の 入口に 並んで いる 女た ち を 押 分 



頰ぺタ を 紅ガラ 色に 塗って、 見事な 腕 を 肩の 上から 露 

出して いると ころ は 誰が 見ても 街の女と しか 思えない- 

老 伯爵 は 眼 を 剥いた。 眼 を 剝く害 だ。 花嫁が 淫売 姿 

どうじょ うがた か いび やく 

で 堂上 方 へ 乗 込む なんて 手 は 開闢 以来な の だから… 

「ァハ ハハハ 成る 程。 これ じ や イクラ 探しても わから 

ないじ やろう。 ィャ、 お嬢さん、 知らんで 失礼した の 

…：- J 

吾輩が シャッポ を 脱ぐ と、 令嬢 も嫣然 にお 礼 を 返し 

た。 

「わたくし こそ …… でも 色々 と 御 親切に、 ありがとう 



貴方が、 親爺の 廻し 者 だ つ たら 大変と 思 つ て …… プ ッ 

…：- J 

小 伯爵 は 慌てて 口に 手 を 当てた。 眼 を 丸く して 老伯 

まば あら 

爵を かえりみた。 老 伯爵が 不承不承に 疎らな 歯 を 露わ 

して 笑った。 

「ァ ハァハ ァハ。 何でも 宜ぇ。 これから 仲よ くして く 

れい」 

吾輩 は 黙って シャッポ を 脱いで、 袖の ない マントの 

肩で 風 を 切って、 豪華な 応接間 を 出て 行き かけた。 

安心した ので 急に 酔いが 上がって 来た ものら しい。 

フ ラフラしながら 扉に ぶっかつ た。 
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